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「美しい芹川を守るために」をメインテーマとして9月 3日 (土)

基調請演、パネルディスカッションをはじめ、ヨシ笛コンサー ト、

に滋賀県立大学を会場に開催いたしました。

市民活動報告、展示など企画盛りだくさんでした。

住まいの文化
一住まいと水のかかわりについて 一

岐阜女子大学名誉教授 吉見静子 氏

民家の構造の例を紹介していただき、生
活と水との関係の強さを教えていただき
ました。
その講演の内容を少し紹介いたします。

■ 水 ・川の場所は住まいにとって重要な要素
地域によって気候風土が違い、文化が伝わつてくる道、川が

あり、住まいの構造が変わつてきます。それは伝統的な民家が

自然を基盤に形成されてきたことの表れでもあるといえます。

■ 水の大切さを日常で体験
今では水道があり苦労せずに水を使うことができますが、か

つてはとても苦労しながら川や水路から生活用水を運6 のヽが一

般的でした。そのため、川や水路ではすべての人がされいな水
が使えるようにという配慮がされていました。また水をお互い

に管理しあい、その中で地域としての連帯感というものが形
成されていたといえます。

■ これからの生き方
人長の生活に不可欠な 「水」そして 「川」。今は日常生活か

ら離れてしまい、遠い存在となつてしまつた 「川」。もう一度

剛||」を見直し、身近な存在としてい<こ とで、自然の力を31

き出し利用してきた、まさに自然の中で生きてきた人間本

来の生き方をみつけることができるのではないでしょうか。

有馬裕次 氏 (‖PO芹川理事長)
「子どもたちがり||で遊べるようになるためにも、危険もあるということを
体験的に教える必要がある」

中山和郎 氏 (びわこ銀行総務部環境推進室長)
「三方よしの精神プラスOne(売 り手・買い手。世間+環境)が これからの
企業に求められる」

岡崎正彦 氏 (彦根市立旭森小学校PTA会長〕
「川遊びができる川が少しずつ戻つてきている。川に行<と いえばついて
<る 子もた<さ んいる。川に親しむことが次につながる」

近藤隆二郎 氏 (滋賀県立大学助教授)コ ーデ ィネーター

「環境問題は頭の中で考えるのではな<、 生活の中で向き合っていかないと、
何も変わらない。川に行き遊んだり、掃除したり動<こ とが大切」



彦根伊呂波会の小澤祥子さんによ

る 「那須之語」。

静かな動きの中から、那須与一が

的を射落とせるかという緊張感が

ひしひしと伝わってきました。
日本の伝統芸能の奥深さ、これか

らの可能性を感じました。

1排1摯壼ゴ=

湖東地域生活研究グループの担い

手班の皆さんによる朗読劇 「環境
こだわり農産物つてな～に」。

実際にある認証制度を農家、消費

者両方の立場からわかりやすく、

そして楽し<伝 えていただきまし

た。

NPO芹 川 理事長の有馬裕次さん

による今までの活動の報告があり

ました。
「芹川という彦根市の素晴らしい

資源 ・資産 。財産を後世に引き継
ぎたい」という想いから始まり、
清掃活動から子ども狂言までさま

ざまな活動を行なつています。

よし笛 ・ギター演奏 「はなちゃん

ず」の中村由紀子さんによる手作

りのよし笛によるコンサート。

綺麗な音色が会場に響き渡り、い

きいきとした素晴らしい自然の風

景が目の前に広がるかのようでし

た。∃シに関するクイズもあり、
ヨシのすごさを再発見しました。



環境商品の紹介

環境こだわり農産物などの展示即売

環境団体の展示紹介

環境フリーマーケツト

京セラい、輸平Vll堂、関西電力い滋賀営業所、いあゆぬ ・暮

らし工房、い古川商店、彦根市浄化槽業者協議会、」∧東び

わこ、湖東地域環境こだわり農業推進協議会、N POll■電会、

|.芹 川自然観察の会ほか、llla適環境づ<り をすすめる会、彦根
‐
 市環境保全指導員連絡会議、環境学び舎わのたね、滋賀自然

環境保全学習ネットワーク、湖東みずすまし推進連絡会議、

滋賀県橋 瑚剣象 NPO芹 りlk豊 郷町消費学習グルーフklMF・

環境の世紀といわれてすでに5年 。今に生きる私たちにとつては、自然と人との共生という

ことが何よりも重要な課題になっています。
日々の暮らしの中で、琵琶湖から多くの恵みを受けている滋賀県民。近畿1400万人の命をつ

なぐ貴重な水源であり、先人から受け継がれてきた琵琶湖を健全な姿で次の世代へとつなげて

いかなければなりません。
今年になって琵琶湖環境科学研究センター、環境学習支援センターという2つ の中核的な施

設がオープンし、環境こだわり県としてさらなる前進を目指す滋賀県。こうしたセンターなど

も利用しながら、一人―人が主役となって環境への取り組みを進めていきましょう。

(仲岸湖東地域振興局長あいさつより)|

環境フォーラム湖東は、地域の環境を地域の住民が充分理解し

情報を交換し、環境に対する認識を共有することを目的として結

成されました。
今回のシンポジウムもその一環として、参加していただいたた

<さ んの市民、団体、企業、行政など、みなさまの間で交流がで

きたのであれば幸いです.

(仁連代表あいさつより)
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CAN YOU AFFORD TOnCNORE THE ENVIRONMENT?

1980年代のイギリス農村地帯で生れたグラ
日本でも推進する為の (財)日 本グラウン

今年で10年になり、10月に記念式典が東京
ワーク甲良も協会設立当初から参加をして

夕|の|シ|ス|テ|ム|を|■1

ll群,11
この間、

グラウン

また、小学校の先生と協働で校庭のコンク
プ池に改良したり、多数の町民が集る学び舎rt鮒1軍1欝曹鞘,1聯1織1親1本|
公園の管理清掃を年数由行つている。この場IF~IIIは口1業|ゲ|,半|シ1雨1競|猾創こ麹か硼られたたク妹榊町,11響1午1,守十を対象に環境イベントを行つている。   ■

グラウンドワーク活動は全国各地|

繰広げられている。グラウンドワー

ムとして、周辺地域にもグラウンド

甲 良町 グラ ウン ドワー ク準備 会事務所

滋賀県犬上郡甲良町北落80-1
丁EL 0749- 3 8 - 8 0 4 7

E一Maill k  g w @ m x . b i w a . n e . j p



特 集

みえ議で縮動する羅め
地球レベルで起こるさまざまな環境問題。なかでも地球温暖化の問題はなかなか対策も効果を表

さず、解決が困難になつています。

今回は、滋賀県地球温暖化防止活動センターがすすめている温暖化防止に向けた学習をおこなえ

る講座を紹介します。
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「地球温暖化」とは、おもに人間の活動によって排出される、二酸化炭素 (C02)な どの
温室効果ガスが1曽えてきたために、地球の気温がどんどん上がってしまう現象のことです。地
球が温暖化すると、世界各地に様々な影響が出ます。

滋賀県地球温1慶化防止活動推進センター(※)では、一般の県民の皆さんにはまだまだ関心の少
ない地球温暖化問題の現状を矢□つていただき、この問題が私たちの日常生活と関係が深いこと
を理解していただ<た め、 「地球温0髪化」出前講座を行つています。

出前講座の形式は、講義形式だけではなく、クイズや実験を組み合わせた参加型 ・体験型の

楽しい内容が中lいです。お気軽にご応募下さい。

■主催者
滋賀県地球温暖化防止活動推進センター

■出前講座に行く者
滋賀県地球温暖化防止活動推進員(※)、 滋賀県地球温暖化防止活動推進センター職員

■出前講座をする先
滋賀県内の自治会 ・婦人会 ・子供会 ・老人会 ・企業 。学校などの団体又は各種イベント

ロ内容
内容については、出前希望団体と滋賀県温暖化防止活動推進員 0滋賀県地球温暖化防止活動推

進センター職員が打合わせを行い決定 します。

※滋 賀県地球温暖化 防止活動推 進 センターとは

「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づいて

滋賀県矢□事から指定を受け、推進員の研修を行 つた

り、推進員や地球温暖化防止のための活動を行う団

体などの活動に協力したりしています。

地霰 麒予 艦出綸 驀

※滋賀県地球温暖化防止活動推進員と|ま

地球温暖化を防止するためには、国や企業だ
けでな<私 たちひとりひとりが 「今のままで
いいの?」 という意識を持ち、各長の生活を
見直してい<こ とが必要です。
「滋賀県地球温暖化防止活動推進員」は、滋

賀県矢□事から委嘱を受け、県内の各地域で地
球温暖化防止に向けた普及啓発活動を展開し
ています。

■お問合せ 。お申込先

滋賀県地球温暖化防止活動推進センター

〒520-0807大 津市松本一丁目2番 1号
(財)淡海環境保全財国内

丁巨L:077-524-7168

F∧×i077-524-7178

巨―ma11:o∩da∩ ka@ohmi.or.jp



■4つ の 「推進員グループJが 各地域で活動 しています.
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1湖東地域環境シンポジウム19月 3日 (土)1滋 賀|

1彦根市環境フオーラム  ilO月 10日 (祝)1彦根|1彦根雨環境フオーラム  110月 10日 (祝)1彦根市文イじフラザ
 1島 轟藷座 。実験器具よる啓発 | |

1出前講座        111月 2日 (水)1米 原中学校    1出 前講座 。実験器具よる啓発
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  111月
3日 (祝)1長 浜市神照運動

/AN園

1室畠峯崖Y藁 屡墓翼I省 基発

田地球温暖化防止活動推進員湖東 ・湖北リーダーからのコメン ト



研修交流事業のお知らせ

あるたも参,0しませれが 1

棒肇型環境単習
12月 10日 (土)15:30～ 20:

荒神山少年自然の家 (彦根市日夏

参加費1000円 {夕食付)

募集定員35名 程度

【内 容 】

つ 話題提供 :村上宣雄氏 ―ク会

)

‐ グンボールアー ト:田中和之氏

※お申込みは 11月 30日 までに環境フォーラム湖東事務局まで
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■ 新規会員募集中 ■ 会員の皆さんヘ

環境フォーラム湖東ではみなさんからの情報をお

待ちしております。

イベント情報や普段の活動の様子などを情報交流

誌 「エコトピア」または、 「フォーラム通信」、ホ

ームページに掲載いたしますので、 「他の人にも伝

えたい」という情報がございましたら、下記事務局

までご連絡<だ さい。
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三■落し物のお知らせ
l 湖東地域環境シンポジウムの会場に財布などい<つ か落し物がありました。

: 事務局で預かつていますので、lb当たりのある方は環境フォーラム湖東事務局までご連絡<だ さい。

環境フォーラム湖東では新規会員を募集して

います。

すでに環境に関する活動をされている方や、

ちょつと勉強してみたいという方、企業 ・市民

団体のみなさんまで、どなたでも参加していた

だけます。

まずはお気軽に、下記事務局までご連絡<だ

さい。環境フォーラム湖東に関する詳しい情報

をご連絡いたします。
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フォー与ご、:811東事落局

〒522-0071

彦根市元町4-1 湖東地域振興局環境課内

TEL 0749-27-2255

FAX 0749-27-1688

URL http://www15.ocn.ne.」p/～fOramkOt/

E―mall  dc430pref.shiga. lg.jp

早いもので、もうすぐ今年も終わりです。そろそ

ろ色んなところで、来年に向けた準備が始まりま

す。環境フォーラム湖東でも次々と新しい試みを

していけるといいなぁと闇います。 (山田)

■ 発行   環境フォーラム湖東

■ 編集責任 環境フォーラム湖東広報部会

■ 平成17年11月発行


